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①新技術・研究の概要 

 現在、バイオイメージングやバイオセンシング、細胞のトラッキングに多くの発光材料が用いられて

いる。この発光材料には低分子有機系蛍光色素、金属ナノ粒子や半導体ナノ結晶である量子ドット

などが挙げられる。しかし、これらの発光材料は必ずしも生体組織にとって安全というわけではな

い。そのためそれらに代わってケイ素（Si）をベースにした発光体は生体組織への影響を考えると安

全面で優れており、新たな発光材料として期待できる。そこで本研究ではナノ発光シリカの合成を試

み、四塩化ケイ素（SiCl4）と還元性溶媒N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）のみ用いた新たな手法を見

いだした。 

 

②従来技術・競合技術との比較 

 有機系蛍光分子に比べ安定 

 低毒性 

 安価 

 大量合成が可能 

 

③新技術・研究の特長 

 ・有毒な元素を使用しない 

 ・反応条件は温和でありナノ粒子の精製も容易である 

 ・シランカップリング剤を使用してナノ粒子の表面に様々な置換基を導入できる 


